
■中国：陽江原子力発電所1号機、商業運転開始 

2014年3月27日付の報道によると、中国広核集団有限公司と陽江核電有限公司は広東省に建設して

いる陽江原子力発電所の1号機が2014年3月25日に営業運転を開始したと発表した。これは、中国

で運転される原子炉では18基目となる。同機は3月18日から全出力運転試験が行われていた。陽江

1号機は、2008年 12月に着工、2013年 12月 23日に初臨界、12月 31日に系統に初連系された。

中国広核集団有限公司によると、機器の国産化率は 83％としている。計画では、最終的に原子炉 6

基が建設されることになっており、１~4号機はCPR- 1000加圧水型原子炉（単機容量108万kW）、

5、6号機はACPR -1000加圧水型原子炉で、2018年までに全機が運開することになっている。 

 


